
 

 

       

千 

代 

○
ベ
ラ
ン
ダ
の
は
た
め
く
シ
ー
ツ
渡
り
鳥 

○
膝
に
の
る
幼
子
の
膝
衣
被 

 

も
み
じ
葉
や
浜
一
望
の
峠
道 

 

農 

子 

 

幾
何
模
様
茜
雲
へ
と
鳥
渡
る 

 

持
ち
帰
る
作
品
重
き
秋
思
か
な 

 

木
犀
の
風
に
包
ま
る
朝
一
番 

 

初 

江 

〇
聞
き
に
行
く
故
郷
の
木
の
実
落
ち
る
音 

 

渓
流
と
笑
窪
が
自
慢
紅
葉
茶
屋 

 

剥
製
の
野
鳥
大
小
鳥
渡
る 

 

富 

江 

 

運
動
会
終
り
轍
に
一
礼
を 

 

鳥
渡
る
浦
戸
上
空
三
十
二
羽 

 

水
引
草
い
つ
も
の
場
所
の
太
鼓
橋 

 

ゆ 

の 

○
珍
ら
し
き
話
聞
か
せ
よ
渡
り
鳥 

 

葛
紅
葉
※

碌
山
館
に
よ
く
似
合
う
※
碌
山
美
術
館 

 

竜
田
姫
裳も

裾す
そ

靡
か
せ
や
っ
て
く
る 

 

美 

貴 

○
紅
葉
か
つ
散
る
廃
屋
の
屋
根
に
散
る 

○
落
ち
さ
う
に
落
ち
さ
う
に
落
つ
草
の
露 

絵
金
画
の
あ
な
恐
ろ
し
や
冷
ま
じ
や 

市
民
句
会
報 

 
 

令
和
二
年
十
月
二
十
八
日 

 

オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
（
高
知
市
民
図
書
館
） 

○
印 

味
元
昭
次
選 

 

順
不
同 

 
 

 

 弘 
 

○
舐
め
て
貼
る
切
手
の
ず
れ
て
鳥
帰
る 

○
前
触
れ
も
無
く
現
世
の
熟
柿
落
つ 

 

草
紅
葉
た
ど
れ
ば
山
も
紅
葉
せ
り 

 

丞 

子 
○
田
を
潰
す
重
機
の
頭
草
紅
葉 

 

昼
チ
ャ
イ
ム
舟
入
川
に
鳥
渡
る 

 

菊
日
和
面
会
解
除
の
母
を
見
る 

 
 

え 

り 

○
コ
ロ
ナ
禍
を
知
る
や
知
ら
ず
や
鳥
渡
る 

○
か
の
山
に
紅
葉
多
多
あ
り
か
く
遊
び 

 

柿
紅
葉
落
ち
れ
ば
風
の
通
り
道 

 

夕 

子 

○
渡
り
鳥
双
眼
鏡
の
外
に
出
る 

○
Ｇо

Ｔо

も
ネ
ッ
ト
も
無
縁
鳥
渡
る 

 

日
参
の
展
望
台
や
鳥
渡
る 

 

志
津
子 

○
蓼
の
花
四
・
五
・
本
入
れ
て
野
の
ブ
ー
ケ 

 

草
紅
葉
昔
の
事
も
指
切
も 

 

秋
の
灯
や
ひ
と
り
母
似
の
五
目
飯 

 

一 

枝 

 

ふ
る
さ
と
は
神
来
る
頃
か
隺
渡
る 

 

子
の
便
り
す
き
と
二
文
字
敬
老
日 

 

講
師
席
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
引
草 

 

富 

子 

○
一
九
八
円
慎
重
に
焼
か
れ
る
秋
刀
魚 

○
鳥
渡
る
人
は
マ
ス
ク
に
捕
ら
わ
れ
て 

 

毎
年
の
紅
葉
な
れ
ど
身
に
沁
み
て 

 
 

 

                

   

 

 

 

老
人
も
明
日
を
信
じ
て
草
紅
葉 

 

忠
魂
碑
礎
石
を
の
ぼ
る
蔦
紅
葉 

 

鷹
渡
る
こ
と
を
話
題
に
少
女
来
る 

味
元 

昭
次 

作
品 

市民句会は毎月第４水曜日に 

開催しています（８月除く） 

次回の句会は 11 月 25 日（水） 

開催予定です。 

 


